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 秋田県羽後町は稲作転換地域に分類され，2010 年の耕作放棄地面積率は 6.0%である．牛
ノ沢集落の農家構成は，複合経営層，稲作兼業層，高齢稲作層，離農層となっている．また，





























































































 優良農地の保全は日本の食料供給の安定化の前提である。しかし、耕作放棄地が 1985 年以降
急激に拡大し、農政上の大きな問題になっている。東北地方においても、米価の下落に対応する
ように 1990 年代以降水田の耕作放棄地が急増してきた。庄子元提出の論文は、優良農地の耕作
放棄の抑制の方途を展望するために、東北地方の中山間地域に位置づけられる 3 地区を調査対象
にして、主に農業労働力、農業経営、農作業・農業機械等の共同化の側面から地域農業の特質を
把握し、耕作放棄地を抑制する要因と今後の課題を地域の条件とともに明らかにしたものである。
3 調査地区は、いずれも稲作を農業経営の中心にした地域であるが、農業生産の集団化の点で大
きく異なる。零細で労働力の高齢化が進んだ個別農家経営に特徴づけられる福島県西会津町上谷
地区、米価下落に対応して稲作から集約的な農業生産に転換しつつある秋田県羽後町牛ノ沢地区、
大規模な圃場整備と集落全世帯が参加する農業生産法人により稲作を行う岩手県一関市（旧川崎
町）銚子集落である。 
 上谷地区は、会津若松や喜多方に転出した子弟が高齢化した親世代に代わって農作業を担う形
で農地が維持されているケースである。農地維持が個別農家の対応に依存し、安定性を欠くが、
地域の条件が許せば、集落外に農業労働力を求めることが可能であることを提示している。牛ノ
沢集落は、稲作から野菜・花卉・畜産などを中心にした複合経営に転換する農家が存在するとも
に、全農家が参加する集落営農により農作業と農業機械の共同化により耕作放棄地の発生を防い
でいる。しかし、農業経営の集約化が農業労働力の不足を招き、集落営農に欠かせない作業受託
のオペレーターなどの安定的確保を難しくする可能性がある。銚子集落は、1ha 区画の圃場整備
がなされるとともに、集落の全農家加入の農業生産法人による農地利用の一括管理を行っている
点に特徴がある。農地の所有と利用を分離することで、農地の零細分散錯圃の問題を解決して大
規模生産体制を確立した事例である。問題点として、農業生産法人の経営基盤の脆弱性が指摘さ
れている。 
上記の通り，庄子元提出の論文は、東北地方においても耕地放棄が進んでいる中山間地域から
農業経営のタイプを異にする 3 地域を取り上げ、地域の条件に応じた農地維持の状況を提示する
ことで、地域の実情に合った農地維持の具体的なあり方と限界を説明した点は、農業地理学およ
び農業政策分野の研究に貢献するところは大きく，高く評価できる。このことは著者が自立して
研究活動を行うに必要な高度な研究能力と学識を有することを示している．したがって，庄子元
提出の論文は，博士（理学）の学位論文として合格と認める． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
